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4.2 テクニカルノート（2015 年 7 月 2 日署名） 
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4.3 協議議事録（2015 年 10 月 20 日署名） 
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資料 5．その他の資料・情報 

5.1 村落評価一覧表 

 

 

想定静水
位

feet m m
沖積層及
び表層土

イラワデ
ィ層

ペグ層 水量 水質 水源距離

Yonedaw SA2-01 530 160 40

古期沖積低地。150m程度の井戸でEC-
1500uS/cm以下の水を取れている。しかし、160mのTWでF:1.5,NO3：20とのパックテス
ト結果が出ており、水質確認が必要。

△ ○ ○ ○ C 5
10 m 150 m 0 m

× ᇞ ○

Nyaungbinthar SA2-02 530 160 40

イラワジ層-沖積層の境界付近。DugWell 
(10m程度)の水質は良くない(EC:2,470uS/cm)。82mの井戸で、1500uS/cm程度の水質。Yi
eldは800GPHと少ないため、もう少し深く掘れば良い水がある程度の量得られる可能性が
期待できる。

○ ○ - ○ A 3
10 m 150 m 0 m

― ― ―

Maunghtaung SA2-03 500 150 40

イラワジ層。112m掘削した深井戸では、塩分の少ない水(EC:620uS/cm)が得られているが
、揚水量が800GPHと少ない。73mの井戸はEC-
2,610μS/cmであるが、NO3が45mg/l以上を示しており、表層からの汚染も考えられる。

○ ○ - ○ B 4
16 m 134 m 0 m

― ― ―

Kantawthar SA2-04 420 125 39

イラワジ層。122ｍ、62mそれぞれの井戸でEc:1000uS/cm以下の井戸が得られている。個
人所有であるが10本のT(61m平均)があり、飲料水は足りてるが生活用水・家畜の飲み水が
不足。

○ ○ - ○ C 5
3 m 122 m 0 m

ᇞ ○ ○

Mhonehtoo SA2-05 330 100 30

イラワジ層とペグ層の境界付近。115m（EC:6280で硫黄臭あり）、146m(DRD)のTWがあ
るが、共に塩分高い。隣村のTwogyiでは115mでEC1700 
の井戸がある。150mまでの状況をVESで確認したい。

△ ○ ○ ○ A 3
3 m 3 m 94 m

× × ○

Watluu-I SA2-06 330 100 36

イラワジ層。なだらかな丘陵地形。70mの井戸でEC:1,000μS/cm 
が得れている。個人所有だが20本ほどの井戸が2013年に建設された。 ○ ○ - ○ C 5

6 m 94 m 0 m
× ○ ○

Thanbinkan SA2-07 500 150 70

イラワジ層。既存の152mの井戸(MONOポンプ)だけで賄っている(2500g/h)。2年前にユニ
セフが作った井戸(192m)の水中ポンプが故障。水質は飲料可能レベル。ユニセフに状況報
告済み。フッ素がやや高い(F：0.8)

△ ○ ○ ○ A 3
5 m 145 m 0 m

ᇞ ᇞ ○

Natyaygan SA2-08 660 200 61

イラワジ層。既存の173mの井戸(Monoポンプ)はEC=2,820と高く飲料はメインロードの反
対側のため池を使っている。100m以浅のん水を狙うか、200m以上で良質な水が得られる
かどうか検討が必要(フッ素がやや高い0.8)。

△ ○ ○ ○ B 3
5 m 195 m 0 m

ᇞ × ○

Sithar SA2-09 330 100 44

イラワジ層。既存の井戸は100m前後水質は掘削場所によって異なり、250ｍ程度の距離で
あるがEC:650μS/mと1300μS;/mと差がある。 ○ ○ - ○ A 3

5 m 95 m 0 m
△ △ ○

Oakkan SA2-10 760 230 3 イラワジ層。224mの井戸は自噴井となっている（EC:861µS/cm) 。 ○ ○ - ○ C 4 20 m 210 m 0 m × ○ △

Warryaung SA2-11 830 250 55

イラワジ層。NAGの寄付で作った井戸(244m)が公共の水源として使用(920μS/cm)されて
いる。飲料として使用できる。民間所有の60m程度井戸はNAGの井戸より塩分濃度低い(7
20μS/cm)。深くても飲用可能な水質が取れる地域なので、いくつかの帯水層から取水する
生産量の大きい井戸が建設できる可能性がある。

○ ○ - ○ A 2

5 m 145 m 100 m

× ○ ○

Warrtannkalay SA2-12 350 105 43 イラワジ層。97m（EC:912µS/cｍ)の井戸が7000g/h、MONOポンプ。 ○ ○ - ○ C 5 5 m 100 m 0 m △ △ △

Yathar SA2-13 - - -

Q2。古期段丘面。深い井戸ほど水質が悪くなる傾向にある。61m: EC1250μS/㎝、182m: 
EC=4470μS/㎝)。200m以深に良質な地下水が存在する可能性があるかどうかを物探で確
認。

△ ○ - ○ D-2

Zeepinlel SA2-14 430 130 50

イラワジ層丘陵地。既存深井戸は107～137m(6本)でほぼ同様の水質(EC:700μS/cm)で飲用
に使用している。100m以下での地下水開発となる。 ○ ○ - ○ C 5

5 m 125 m 0 m
× ○ ○

Yonebinyoe SA2-15 - - -

Q2。微高地の上に91mの深井戸があるが、塩分高く(EC:18,060μS/cm)僧院だけの利用に
なっている。近隣に50mの井戸(EC:1183μS/cm)で近隣数村落の時間給水をしている施設が
あり、50m程度の井戸建設が有望だが、100m以深に水質が期待できる帯水層があるかど
うかを物探で確認。

△ ○ - ○ D-2

Minntaw SA2-16 560 170 40

Q2。121mの深井戸があるが、非常に塩分が高く、飲料には使えない。近隣に50mの井戸(
EC:1183μS/cm)で近隣数村落の時間給水をしている。150m以深に良好な水質が期待でき
るか確認したい。

△ ○ - ○ B 4
20 m 0 m 150 m ― ― ―

Kine SA2-17 394 120 40

ペグ層。緩やかな丘陵地形。水源はため池だけで、村落には深井戸の経験がない。良質な
地下水の分布する可能性を検討したい。 △ ○ - ○ D-1 6

5 m 115 m 0 m ― ― ―

Kalarpyan SA2-18 660 200 36

イラワジ層。50～60mの既存井。EC:3600µS/cm、F: 1.5.　100 
以深の帯水層で塩分濃度の低い地下水の開発を期待する。 △ ○ ○ ○ A 2

5 m 175 m 20 m × × ○

Hlayookan SA2-19 650 195 121

Q2。152mの深井戸(EC:1050μS/cm)があるが、水量が不足(450gph)。水位が115mと深い
ため、エアリフトでは多く上がらないだけかもしれない。 ○ ○ - ○ C 4

40 m 155 m 0 m × △ ○

Makyeekan SA2-20 - - -

Q2。深井戸は無い、24m程度の浅井戸2本を合わせてサクションポンプで揚水。高架タン
クに上げて各家庭に重力配水している。水質は良好。水は足りている。新規井戸建設は不
要。

× ○ - ○ -

Watkya SA2-21 660 200 36

イラワジ層とペグ層の境界付近。167mの井戸2本で給水施設を運用。EC2310 
とやや高い。２井で800m3/month (5800g/d)。 ○ ○ - ○ C 4

5 m 50 m 145 m
× × ○

 Thahtaykone(Ywarma) SA2-22 600 180 55

イラワジ層とペグ層の境界付近。ペグ層側と考えられる。30m以深に硬岩を挟むようにな
り、90m以深は硬岩となったとの情報があり、途中からペグ層に入っている可能性あり。 ○ ○ - ○ C 5

5 m 25 m 150 m
○ × ○

Magyidaw SA2-23 ‐ - -

Q2。浅層地下水21ｍを吸引して採水するシステムが10ほどあるが農業用。飲用にはMuu 
Riverの水を利用。パックテストでは問題ないが、汚染なども懸念されるため、川の水質試
験を実施したい。

△ ○ ○ ○ D-2

Thindaw SA2-24 270 80 50

116m(EC:34,800)、82m(EC:1053）と場所による違いが大きい。帯水層により水質の違い
がある可能性あり。EC以外の項目のパックテストは問題ない。 ○ ○ - ○ A 3

10 m 70 m 0 m
× ᇞ ᇞ

Lwingyi SA2-25 730 220 31

地質図ではQ2だがIrが微高地を形成しイラワジ層が分布している。150m程度の飲料井戸が
あるが、水量が少なく需要を賄えない。 ○ ○ - ○ B 3

5 m 215 m 0 m
× ○ ○

 Koetaungboh(Kyunkone) SA2-26 610 185 60

Q2分布域。152mの井戸と85mの井戸があるが飲料には好まれず、ため池が利用されてい
る。152mの井戸は僅かな硫黄臭がある。 △ ○ ○ ○ C 4

30 m 20 m 135 m
× × ○

Inngoteto SA2-27 500 150 50

イラワジ層。60ｍの僧院の井戸が、飲料に好まれているが、水量がわずかで、新しい井戸
が必要。イラワジ層の半固結砂岩に水がある様。60m以深の水質状況の確認が必要。 △ ○ ○ ○ C 5

5 m 145 m 0 m
― ― ―

Myayhtoo SA2-28 656 200 150

イラワジ層。100m程度のTWを主体とし1000uS/cm以下の水が得られている。水位が深く
(>60m)、水に若干の濁りがあり、帯水層のキャパシティーが不足していると考えられる。
100m以深で良質な帯水層の開発を行う。

△ ○ - ○ D-1 6
5 m 195 m 0 m

― ― ―

Khaowntar SA2-29 710 215 30

イラワジ層。110～116ｍまでのTWがあり、半数は塩分強い。村の東南側が比較的水質が
良く、北西側に悪い井戸が多い。 ○ ○ - ○ C 4

5 m 210 m 0 m
― ― ―

Nyuangkanthar SA2-30 580 175 50

イラワジ層。3本ある井戸はいずれも水の量が少なく合計で200ガロン/日以下。45mの井
戸はEC=693uS/cm, 
122mの井戸はEC:1,905uS/cm。良好な帯水層の開発を180m程度までで行う。

△ ○ ○ ○ C 5
5 m 145 m 25 m

― ― ―

Myaymon SA2-31 510 155 80

イラワジ層。村は北と南に分けられ、北の村に塩分の多い井戸が多く、水が足りない。10
0m以深まで掘削した例が無い。100m以深で塩分の少ない帯水層を開発する。 △ ○ ○ ○ A 3

5 m 150 m 0 m
× × ○

Layytwinzin SA2-32 690 210 120

表層はQ1。すぐにイラワジ層に変わる。深井戸なし。116m、146mのTest井は、それぞれ
空井戸、50g/hで失敗井。山間沖積低地の浅井戸１つのみしか飲用に使えない、厳しい状
況。

△ ○ - ○ C 4
10 m 50 m 150 m

― ― ―

Chaungchar SA2-33 680 205 60

イラワジ層。50m以浅で良好な水質が得られているが、水量が少なく、50m以深(150mま
で)で良質な水の水量が確保できる帯水層を開発する。 ○ ○ - ○ B 3

5 m 200 m 0 m
― ― ―

Minyogone SA2-34 370 110 3

Q2。下位にイラワジ層。ダグウェルしかない。隣村に103mのMonoポンプ井（EC:1224µS
/cm)がある。水位は3.2ｍで自噴に近い。 ○ ○ - ○ C 5

50 m 60 m 0 m
― ― ―

Shandaw SA2-35 830 250 0

イラワジ層。灌漑水路のそこに穴を掘ってしみだし水を現在利用。近隣で自噴井が開発さ
れている（247m、2000g/h、EC:1564µS/cm)。 ○ ○ - ○ C 4

5 m 245 m 0 m
― ― ―

Kyuntaw (S) SA2-36 330 100 68

Q2。平坦地。深度100ｍのTWを使用していた(1000g/h)が、1995頃にダメージで使えなく
なった。同様のTWの建設で対応できる。 △ ○ - ○ C 5

20 m 80 m 0 m
― ― ―

 PalaeThwe (Ywarthit) SA2-37 430 130 55

イラワジ層丘陵地。丘陵頂部の平坦面で、かなり広い平坦地。水源は109mの井戸(2013年
建設)のみ。水質は飲用できるレベル(EC=924μS/cm)。全体に凝灰質で、風化により粘土
分が多くこのエリアの道路は粘土主体。

○ ○ - ○ A 3
5 m 125 m 0 m

× ᇞ ○

Poukkan SA2-38 492 150 30

イラワジ層分布域だが、平坦な水田地帯。深井戸は無く、Dugwellを飲料水として利用。S
hallow 
wellが31本あり最大40mだが、飲料には使っていない。2㎞ほど北東に自噴井(38m)があり
EC:1500μS/cm。180ｍ以浅での地下水開発が検討される。

○ ○ - ○ D-1 6
5 m 145 m 0 m

― ― ―

Shwenyaungtaw SA2-39 - - -

イラワジ層。丘陵の頂上。Dug well 
のみが水源。水平の連続性がある地域ではないので、２Dで地下の風化深度の状況やすし
い2Dの実施が望ましい。

○ ○ - ○ D-2

Sabeidaw SA2-40 - - -

イラワジ層で区分されるが、地形的には平坦な水田地帯。深井戸の履歴は無く、10m程度
の浅井戸にハンドポンプを使っている。水位は―1.5m程度。表層は粘性土に覆われている
。2㎞ほど北に122mの自噴井が３か所あり、水質も飲料可能。本村でも可能性がある。

○ ○ - ○ D-2

Step-4
維持管

理

Step-5
開発可能

性

Step-6
優先度 想定される地層厚さ (m)

既存深井戸水源に対する問題
（水へのニーズ）

Sa
ga

in
g

予察調査結果
Step-1
水理地

質

Step-2
需要

Step-3
水質

地域 村落名 ID
想定掘削深度

各ステップでの評価の凡例)　-：実施していない。　○：問題なし。　△：検討が必要。　×：開発困難。　　　　
〇

△
×
―

【Step6の凡例】[1] ～ [6]の評価は開発優先度を示し、[１]が最も優先度が高い ：問題あり
：深井戸の利用は無い

既存水源の問題の凡例
【Step1～4の凡例】 [ - ] : 実施していない　[ ○ ] : 問題ない  [ △ ] : 検討が必要   [ × ] : 開発困難　　　 ：問題なし
【Step5の凡例】 [A～D-2 は物理探査結果による開発難易度を示しAが最も開発しやすいことを示す ：やや問題あり
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想定静水
位

feet m m
沖積層及
び表層土

イラワデ
ィ層

ペグ層 水量 水質 水源距離

Htantawgyi MA2-01 500 150 60

イラワジ層。15m程度のDugWellは塩分がやや高く(EC:2300~3500µS/cm)飲用としては何
がある。４Dugwellのうちの一か所を飲料に使用、イベント時にのみ180ftのTubeWellを使
用している。54mのTubeWellが飲用可能ということ。60～100ｍ間で良質の帯水層開発を
目指す。 ○ ○ - ○ C 5 5 m 95 m 50 m

ᇞ × ○

Asone MA2-02 500 150 60

ペグ層。深井戸の実績なし。浅井戸1本（村落中心から遠い）と多くの家庭で井戸を持っ
ている。雨季は主に貯水池の水を使用。村長宅の井戸ではフッ素が高い(1.5mg/L)。供用井
戸の水質は良好。周辺で一部石灰のモジュールが見られる。 ○ ○ - ○ B 4 5 m 145 m 0 m

― ― ―

Khinthar(S) MA2-03 890 270 60
ペグ層。深井戸の実績なし。浅井戸が数本（私有も含む）点在するのみ。塩化が進み、放
棄した井戸が複数あり。ため池を近隣の村と共有している。 ○ ○ - ○ C 4 5 m 0 m 265 m

― ― ―

Chaysay MA2-04 530 160 50
ペグ層分布地区。50～80m付近のECが高いため（EC:2000～3000µS/cm）、120m程度で
の地下水帯水層の開発を実施する。 ○ ○ ○ ○ A 3 5 m 0 m 155 m

× × ○

Talgyi MA2-05 560 170 50
Q2とイラワジ層の境界付近。村落内に複数井戸があり、一部は塩水化の進行により飲用不
可。フッ素が高い。 ○ ○ - ○ C 5 5 m 65 m 100 m

― ― ―

Kuywar MA2-06 - - - ペグとQ2の境界付近。EC=20000以上、フッ素2~4。三相電化済み。 △ ○ ○ ○ D-2

Yonehto MA2-07 541 165 60

DugWellの水質良好でポンプで村落まで送っている。水量も十分である。一方、深さ100m
のTubeWellはEC=7300～8000µS/cmと塩分強く使用不可。ペグ層が浅所から分布すると
考えられ深井戸の開発は困難と判断される。 × ○ - ○ A 3 5 m 160 m 0 m

× × ○

Nyaungwum MA2-08 - - - 既存井は60～100m程度、ECが高い。250m程度の深井戸に挑戦。 ○ ○ - ○ D-2

Konelel MA2-09 - - -

スクリーンの目詰まり、水質の悪化により、使用停止した井戸複数あり。浅層の水質が悪
く、130mの深井戸も塩分濃度が高く使われていない。また深部ではペグ層に到達する可
能性が高いことから断念。 × ○ - ○ -

Phaungkadaw MA2-10 - - -

個人の深井戸が複数あるものの、水質面から現在は使用していない。200mの深井戸もEc:
6470µS/cmと塩分濃度高く使用できない。深井戸の開発は困難と判断した。飲料水にはた
め池の水を使用。 × ○ - ○ -

Kaungzin MA2-11 830 250 100
イラワジとペグの境界付近。10mのDugWellあり。EC=2000、Fe=0.6。近隣御村にも浅井
戸有。 ○ ○ - ○ C 4 5 m 95 m 150 m

× × ○

Ywarsite MA2-12 - - -

上部ペグ層の分布域。浅層（Dugwell：EC3300µS/cm)、深層(97m、213m）とも水質悪く
、更に深く掘削してもペグ層であり良い水質が得られる可能性は低い。地下水開発は困難
。 × ○ - ○ -

Kyaungnan MA2-13 - - -

上部ペグ。78mの井戸から11,800µS/cmの水が出ている。水理地質的にさらに深く掘削し
ても良い水質は得られないと言える。18mの浅井戸4本をまとめ、サクションポンプで引
いるシステムはEC:1,342で飲料可能なレベル(少し臭いがある)。 × ○ - ○ -

Kyaungkangyibin MA2-14 660 200 167
上部ペグ。127mの既存井戸がEC:2,120µS/cm。DRDが今年２月に建設した井戸は234mで
EC:6,540µS/cm。 △ ○ - ○ C 4 5 m 0 m 195 m

ᇞ × ○

Nyaunggone MA2-15 500 150 61

上部ペグ。村の外にある農業用の61mの井戸のECが1,192µS/cm、村の中にある91m（他6
本掘削しているが同様)の井戸が2800µS/㎝で、更に深いところ（200~300m)に可能性の有
無は不明であるが、深井戸はより水質が悪いと想定される。 △ ○ ○ ○ C 5 5 m 0 m 145 m

× ᇞ ○

Chaungnar MA2-16 - - -
Q2とペグ層の境界付近。小河川脇のDugWellのみを使用しており、乾季は水位の回復に時
間を要する。深井戸実績なし。孔底からの採水のためかフッ素高い(F=1.5mg/L) △ ○ ○ ○ D-2

Chaungsone(La) MA2-17 460 140 98
イラワジ層。既存井戸は135m付近だがEC＝1483。物探の結果次第で同程度での採水を期
待できるか？ △ ○ - ○ A 3 5 m 135 m 0 m

ᇞ × ○

Kyaukkartaungkone MA2-18 - - -
ペグ層。DugWellを使用しているが水位回復に時間を要する。ペグ層の分布する地域であ
り、物探の結果で100m以浅の帯水層を探す。 △ ○ - ○ D-2

Tharzi MA2-19 960 290 154
イラワジ層。既存井戸が250m程度、EC=1609。米が黄色くなる。物探の結果で掘削深度
を決定する。 ○ ○ - ○ C 4 5 m 175 m 110 m

× × ○

Kanaye MA2-20 870 265 105
イラワジ層。既存井戸が250m程度、EC=1516。米が黄色くなる。物探の結果で掘削深度
を決定する。 ○ ○ - ○ C 4 5 m 195 m 65 m

ᇞ × ○

Tharyarmyaing MA2-21 660 200 150
ペグ層とイラワジ層の境界付近。村落内に12本のTubeWellあり、120～180ft。全体的にフ
ッ素、NO3高い。物探の結果で掘削深度を決定する。 △ ○ ○ ○ B 3 5 m 15 m 180 m

× × ○

Oakpo MA2-22 860 260 30

Q2。イラワジ層が下位に分布。村落内に深井戸2本（80m、230m）あり。深い方はエンジ
ントラブルにて修理中。2本の合計揚水量2000ガロン/日。深井戸のカルシウムが高い可能
性あり（結石等が出る人もいる）。物理探査の結果から判断。 △ ○ ○ ○ C 4 30 m 120 m 110 m

× ○ ○

Kangyi MA2-23 1,150 350 200

イラワジ層。村落内に浅井戸1本（50m）、深井戸2本（220m、300m）あり。300mの方
は揚水にコストがかかるため、あまり使われていない。ECは2000uS/cm程度とやや高め
。F=1.5。浅井戸は20世帯使用。掘削当初から水位が下がった？ △ ○ ○ ○ C 3 20 m 110 m 220 m

× × ○

Htanekan MA2-24 890 270 30
イラワジ層。浅井戸（12m）、深井戸（138m）1本ずつ。200m以上の深度の掘削実績は
ない。 ○ ○ - ○ C 4 5 m 175 m 90 m

― ― ―

Waryonesu MA2-25 1,010 305 11 イラワジ層。100m程度の井戸が1本のみ。乾季には水不足。 ○ ○ - ○ A 1 5 m 175 m 125 m ― ― ―

Talkone MA2-26 910 275 150
村落内に掘削しているが失敗井。2マイル先の隣村まで水汲み。3マイル東側にJICA井戸有
、800ft、2008年掘削。 ○ ○ - ○ A 2 5 m 270 m 0 m

― ― ―

Tawbyar MA2-27 870 265 176
東側2マイル先にDRDが800ftの井戸を掘削。北側1.5マイル先に650ft程度の井戸有。水質
良好。村落内に深井戸なし。周辺の既存井戸から深度推定。 ○ ○ - ○ B 3 5 m 260 m 0 m

× ○ ×

Setsetyo MA2-28 1,290 390 269 3相電化済み。揚水量少ない。940ftにポンプ。EC=1800、Fe=1.0、F=0.8 △ ○ ○ ○ A 1 5 m 385 m 0 m × ○ ○

Kanzauk MA2-29 660 200 65 本村にBAJにより200m程度の井戸掘削。2003年。6in。420ftにポンプポジション ○ ○ - ○ A 2 5 m 195 m 0 m ᇞ ᇞ ×

Talbindel MA2-30 990 300 210
BAJが2003年にリハビリ、モノポンプおそらくWRUD掘削。EC=1200,砂混じり、Fe=1.0
、F=0.5 ○ ○ - ○ A 2 5 m 295 m 0 m

× × ᇞ

Mongywettaw MA2-31 890 270 210 本村に深井戸有、対象村落内はDugWellのみ。 ○ ○ - ○ A 2 5 m 265 m 0 m ― ― ―

Phoenekan MA2-32 420 125 35

ペグ層近傍に位置、西側300mに既存VESあり。当地点で3本掘削したが、ヒ素濃度高い。
ペグ露頭より東側で１５０mと２１０mの井戸があるが、これらは水質良い。西側にずら
すか東側にずらすか要検討。被害側での物探結果により、掘削を検討 ○ ○ - ○ C 5 5 m 0 m 120 m

× ᇞ ᇞ

Nyaungbinthar MA2-33 660 200 100
ペグ層近傍。230m(750ft)の既存井戸あるが、鉄分・塩分高く使用中止。2次元の結果を見
て判断。浅いほうになるかも？ ○ ○ - ○ A 2 5 m 195 m 0 m

― ― ―

Saingkan(Tetide) MA2-34 1,220 370 263 本村にJICA井戸有、3相電化済み。 ○ ○ - ○ A 1 5 m 365 m 0 m ― ― ―

Byugyi MA2-35 1,020 310 230
309.08m(JICAWELL),DWL=239,SWL=236,2003年に掘削。EC=900、他の水質項目に問題
なし ○ ○ - ○ A 1 5 m 305 m 0 m

ᇞ ᇞ ○

Aleywar-2 MA2-36 760 230 150
南側の井戸は水質悪い。北側の井戸は水質良い。これらの中間で実施する。SWL 
150m。周辺の井戸で鉄分が高い。村の東側で水質が良い傾向がある。 △ ○ ○ ○ A 2 5 m 225 m 0 m

× × ○

Tangakan MA2-37 - - -

約１マイル南のDagagyi 村の既存井戸情報を基にしている。SWL 150m。MA2-
36の近く。周辺では水質が悪い可能性が高い。また、本地域周辺は鉄分が高く1～3mg/L
と基準w大きく上回ってる。よって深井戸の開発は困難と判断した。 × ○ - ○ -

Lelgyi(Ma) MA2-38 1,150 350 51.5

火山泥流分布域。300-
350mで可能性有。1994年掘削、泥が混じり始めておりリハビリしたが、水質の悪化が見
られる。EC=1200、Fe=5.0、F＝0.6。 △ ○ ○ ○ C 3 5 m 0 m 345 m

ᇞ × ×

Thayattaw MA2-39 1,150 350 223
イラワジ層であるが、深部で火成岩が分布する可能性高い。地点についてはどこでも良い
。　既存井戸390m で600gph。2マイル先に水質が良好な井戸有。 ○ ○ - ○ C 3 5 m 195 m 150 m

× ᇞ ○

Nakyatkhwal MA2-40 970 295 67 イラワジ層。1992年掘削、EC=790、F=0.2、若干砂混じり、電化済み ○ ○ - ○ A 2 5 m 290 m 0 m × ○ ×
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各ステップでの評価の凡例)　-：実施していない。　○：問題なし。　△：検討が必要。　×：開発困難。　　　　
〇

△
×
―

【Step6の凡例】[1] ～ [6]の評価は開発優先度を示し、[１]が最も優先度が高い ：問題あり
：深井戸の利用は無い

既存水源の問題の凡例
【Step1～4の凡例】 [ - ] : 実施していない　[ ○ ] : 問題ない  [ △ ] : 検討が必要   [ × ] : 開発困難　　　 ：問題なし
【Step5の凡例】 [A～D-2 は物理探査結果による開発難易度を示しAが最も開発しやすいことを示す ：やや問題あり
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想定静水
位

feet m m
沖積層及
び表層土

イラワディ
層

ペグ層 水量 水質 水源距離

Natkan MG2-01 600 180 75
イラワジ層分布域。既存井戸の深度570 ft(173m), 静水位240 
ft(73m)を基に深度を推定。Monoポンプ。1100gph。 ○ ○ - ○ A 3 5 m 175 m 0 m

× ᇞ ○

Thanbo(Ywarthit) MG2-02 400 120 73
イラワジ層分布。120m（SWL:84m）の井戸（EC：1494µS/cm,1999年SPDCが建設)が運
用中。 ○ ○ - ○ C 5 5 m 115 m 0 m

ᇞ × ○

Nyaungbinthar MG2-03 660 200 150
イラワジ層分布域。1983年WRUD掘削の既存井戸深度656ft(200m、水位154m、1400 
gph)から推定。BAJ が2014年にMono Pump修理。 ○ ○ - ○ A 2 5 m 195 m 0 m

× ᇞ ᇞ

Konegyi MG2-04 790 240 134
イラワジ層分布域。既存井戸の深度から推定。BAJが2014年にエンジンをオーバーホール
。195m、SWL:137m。 ○ ○ - ○ A 2 5 m 235 m 0 m

ᇞ ᇞ ᇞ

Sainggya MG2-05 660 200 162 イラワジ層分布域。BAJ2014年にMono Pump を交換。　Yieldは1200gph。 ○ ○ - ○ B 3 5 m 195 m 0 m × × ᇞ

Thapyaysan(N) MG2-06 630 190 108
イラワジ層分布域。廃棄された既存井戸（スクリーンの破損による）の深度630ft(192m) 
から深度を推定。水位97m。2000 gph。電化工事中。 ○ ○ - ○ A 2 5 m 185 m 0 m

○ × ○

Shwekyaw MG2-07 660 200 89
イラワジ層分布域。1986年掘削の既存井戸深度から推定（UNICEF建設）。既存井戸は稼
働中。MONOポンプ。水位83m。1500 gph。 ○ ○ - ○ A 2 5 m 195 m 0 m

ᇞ × ᇞ

Leikkan MG2-08 400 120 100
イラワジ層分布域。1981年WRUD掘削既存井戸深度から推定。2014年BAJがMono 
Pump修理。175m。1300 gph。 ○ ○ - ○ A 3 5 m 115 m 0 m

ᇞ × ᇞ

Ywarthitgyi MG2-09 600 180 105
イラワジ層分布域。同村落内の既存井戸の深度580 ft 
を基に深度を推定。176m（水位103m）SPDCが建設。 ○ ○ - ○ A 3 5 m 175 m 0 m

ᇞ × ᇞ

Kanyaygyi MG2-10 1,090 330 212 イラワジ層分布域。2007年BAJが改修。327m（SWL:210m)。EC:1000µS/cm. △ ○ ○ ○ C 3 5 m 325 m 0 m × × ᇞ

 Myaysoon(Ywarthit) MG2-11 860 260 150 イラワジ層分布域。259m。Nono1971年建設が隣村にあり。1100µS/cm。 △ ○ ○ ○ A 2 5 m 255 m 0 m ○ × ᇞ

Zeebwar MG2-12 450 135 80
イラワジ層分布域。断層に隣接し、深部でペグ層が出てくる可能性あり。152m、EC:1040
µS/cm。 △ ○ ○ ○ B 4 5 m 75 m 55 m

― ― ―

Yenpyay MG2-13 560 170 115 Q2。隣村の井戸を利用（EC:2100µS/cm） ○ ○ - ○ A 3 40 m 130 m 0 m ᇞ × ×

Kyatesu(N) MG2-14 480 145 23 Q2。67m。個人所有。EC：3000µS/cm。 △ ○ - ○ A 3 50 m 95 m 0 m ― ― ―

Winkabar MG2-15 370 110 30
Q2。110m、SWL:30.4m。イラワジ川の水が入っていると考えられる。水利用はイラワジ
川水を利用している。 △ ○ ○ ○ A 3 50 m 60 m 0 m

× ○ ○

Kyatkan MG2-16 560 170 100 Q2。170m、300gph。EC:1570µS/cm。油分が混じっている。 ○ ○ - ○ A 3 40 m 130 m 0 m × × ᇞ

Sudat MG2-17 1,220 370 270 イラワジ層分布域。DRDが380m掘削した（Phase 1のサイト）SWL：146m。 ○ ○ - ○ A 1 5 m 195 m 170 m ― ― ―

Myaynilain MG2-18 830 250 160
イラワジ層分布域。Phase１では除外された場所。5㎞ほど離れた地点で、244m(SWL:137
m）の実績あり。 ○ ○ ○ ○ B 3 5 m 245 m 0 m

× ᇞ ×

Legyinyo MG2-19 920 280 134

イラワジ層分布域。深部でペグ層が分布。隣村にBAJが掘削した井戸は248m深度で水質
が悪い（EC：2400、フッ素、鉄分高い）。278m（SWL:134m、EC:1410µS/cm,1981年建
設)お既存井があるが、砂が混じる。 △ ○ ○ ○ A 2 5 m 195 m 80 m

ᇞ × ᇞ

Laytinesin(S) MG2-20 660 200 109 イラワジ層分布域。2003年に建設したJICA井戸(200m、SWL:110m、3500gph) ○ ○ - ○ A 2 5 m 195 m 0 m ᇞ ᇞ ᇞ

Tharmyar MG2-21 660 200 120 イラワジ層。JICA井戸あり（2003年　198m、SWL:119m、54㎥/h) ○ ○ - ○ A 2 5 m 195 m 0 m ᇞ ○ ᇞ

Aungmyinthar MG2-22 400 120 55 イラワジ層分布域。 ○ ○ - ○ C 5 5 m 115 m 0 m × ᇞ ᇞ

Ngwelay MG2-23 380 115 52
イラワジ層分布域。1980年にWPDPが建設した井戸がある。116m。水質が悪くなってき
ている。 ○ ○ - ○ B 4 5 m 110 m 0 m

ᇞ ᇞ ᇞ

Indaw(N) MG2-24 480 145 55 イラワジ層分布域。2011年DDAの建設したAierliftの井戸(110m、800gph)がある。 ○ ○ - ○ C 5 5 m 140 m 0 m ᇞ ᇞ ᇞ

Htanaungkwin MG2-25 - - -

ペグ層の丘陵地が近傍に迫り浅層からペグ層が分布する。30以上のハンドポンプ用浅井戸
が掘られたが、水が枯れてしまった。深い地下水は水資質が悪く深井戸の開発は困難と判
断した。 × ○ - ○ -

Manawtgone MG2-26 430 130 24
表層はQ1堆積物が覆う。全体はイラワジ層の分布域。128m既存井戸。SWL_24m、230gp
h。イラワジ川に近い。 △ ○ ○ ○ A 3 10 m 120 m 0 m

― ― ―

Kangyigone MG2-27 730 220 141
イラワジ層分布域。深部でペグ層に変わると想定される。WRUDによる既存井戸219m、E
C:3000µS/cm。 ○ ○ - ○ A 2 5 m 145 m 70 m

― ― ―

Htonepoutchine MG2-28 370 110 70
イラワジ層とペグ層の境界付近。近隣ﾓﾅｽﾄﾘｰ　105mで水質良い。150mで塩分高い。３マ
イル離れているJICA井戸で(thetwin(S))塩分高い。 ○ ○ - ○ B 4 5 m 15 m 90 m

× ○ ᇞ

 Padaukngote(Ywargyi) MG2-29 - - -

DRDが掘削した150m、173mの深井戸は共に空井戸であった。WRUDが掘削した183mの
井戸はEC2,950µS/cm、Feも3mg/lで鉄集がする。水理地質的にさらに深く掘削しても良
質な地下水が得られる可能性は非常に低いと判断した。 × ○ - ○ -

Sellel MG2-30 - - - イラワジ層分布域。ペグ層深度浅い。BAJによれば260mで水があるとのこと △ ○ - ○ D-2

Padaukgone MG2-31 - - -

浅井戸、深井戸共に塩分濃度高い。ペグ層分布域であり、深井戸は困難と判断される。ま
た、イラワジ層中に堅牢な石灰岩のノジュール有り、現行のロータリー式では掘削が困難
と判断した。 × ○ - ○ -

Ywartharlay MG2-32 - - - イラワジ層とペグ層の境界付近。深部にペグ層が分布すると想定される。 △ ○ ○ ○ D-2

Wayonegone MG2-33 400 120 70

ペグとイラワジ層の境界部分。丘陵部、ノジュール多く含む。215mの深井戸あるが、塩
分高く破棄。100mであれば水質良し。 近隣地域（Opqoo, SWL 
35m)でJICA無償フェーズ1井戸あるが、EC=5330µS/cm高い。 △ ○ - ○ C 5 5 m 0 m 115 m

― ― ―

Nyaunggone MG2-34 370 110 70 ペグ層とイラワジ層の境界付近。地質複雑、フッ素高い ○ ○ - ○ A 3 5 m 0 m 105 m ― ― ―

Kyugyaung MG2-35 730 220 140 イラワジ層分布域。既存深井戸なし。下位にペグ層が分布する可能性あり。 ○ ○ - ○ B 3 5 m 145 m 70 m ― ― ―

Kokkohla MG2-36 804 245 100

Q2とイラワジ層の境界付近。約1km離れた隣村の井戸情報（深度380 
ft)から推定。　EC=1500以上、フッ素が非常に高い。 △ ○ ○ ○ D-1 6 5 m 240 m 0 m

× × ○

Kangyigone MG2-37 755 230 70
イラワジ層分布域。195m。EC,　フッ素非常に高い。浅い部分で帯水層を探す方向。　詳
細水質分析候補地 △ ○ ○ ○ C 4 5 m 225 m 0 m

× × ○

Htaukkyantgwin MG2-38 1,060 320 100

DRD, RED CROSS が540 ft, 600 ft 
の井戸掘削を行うも、空井戸であった。村人情報で1000ft以上の井戸を掘削する必要ある
とのこと。 ○ ○ - ○ A 1 5 m 315 m 0 m

― ― ―

Hlebwegyi MG2-39 840 255 100 イラワジ層分布域。深部でペグ層が分布する可能性あり。 ○ ○ - ○ A 2 5 m 145 m 105 m ― ― ―

Yayhtwetgyi MG2-40 600 180 40 イラワジ層分布域。深部でペグ層が分布する可能性あり。 ○ ○ - ○ A 3 5 m 145 m 30 m ― ― ―

Total 66,152 20,005 883 m 14,688 m 4,434 m

Step-5
開発可能

性

Step-6
優先度 想定される地層厚さ (m)

既存深井戸水源に対する問題
（水へのニーズ）予察調査結果

Step-1
水理地

質

Step-2
需要

Step-3
水質

Step-4
維持管

理
村落名 ID

想定掘削深度
地域

20,005 m

M
ag

w
ay

各ステップでの評価の凡例)　-：実施していない。　○：問題なし。　△：検討が必要。　×：開発困難。　　　　
〇

△
×
―

【Step6の凡例】[1] ～ [6]の評価は開発優先度を示し、[１]が最も優先度が高い ：問題あり
：深井戸の利用は無い

既存水源の問題の凡例
【Step1～4の凡例】 [ - ] : 実施していない　[ ○ ] : 問題ない  [ △ ] : 検討が必要   [ × ] : 開発困難　　　 ：問題なし
【Step5の凡例】 [A～D-2 は物理探査結果による開発難易度を示しAが最も開発しやすいことを示す ：やや問題あり


	資料
	4．協議議事録
	4.1 協議議事録（2015年4月30日署名）
	4.2 テクニカルノート（2015年7月2日署名）
	4.3 協議議事録（2015年10月20日署名）

	5．その他の資料・情報
	5.1 村落評価一覧表




 
 
    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 71.12, 785.79 幅 73.42 高さ 21.80 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 277.61, 8.03 幅 28.68 高さ 40.15 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         1
         CurrentPage
         89
              

       CurrentAVDoc
          

     71.1226 785.7902 73.4168 21.7957 277.6074 8.0306 28.6785 40.1498 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1
     QI+ 2
     1
      

        
     15
     26
     15
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 68.83, 778.91 幅 57.36 高さ 27.53 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 277.61, 9.18 幅 27.53 高さ 60.80 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         1
         CurrentPage
         89
              

       CurrentAVDoc
          

     68.8283 778.9074 57.3569 27.5313 277.6074 9.1777 27.5313 60.7983 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1
     QI+ 2
     1
      

        
     17
     26
     17
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 72.27, 777.76 幅 52.77 高さ 32.12 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 279.90, 9.18 幅 25.24 高さ 49.33 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         1
         CurrentPage
         89
              

       CurrentAVDoc
          

     72.2697 777.7603 52.7684 32.1199 279.9017 9.1777 25.237 49.327 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1
     QI+ 2
     1
      

        
     19
     26
     19
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 66.53, 778.91 幅 61.95 高さ 30.97 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 273.02, 10.32 幅 29.83 高さ 45.89 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
    
            
                
         Both
         1
         CurrentPage
         89
              

       CurrentAVDoc
          

     66.534 778.9074 61.9454 30.9727 273.0189 10.3249 29.8256 45.8855 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1
     QI+ 2
     1
      

        
     21
     26
     21
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base




 
 
    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 71.12, 785.79 幅 73.42 高さ 21.80 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 277.61, 8.03 幅 28.68 高さ 40.15 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         1
         CurrentPage
         89
              

       CurrentAVDoc
          

     71.1226 785.7902 73.4168 21.7957 277.6074 8.0306 28.6785 40.1498 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1
     QI+ 2
     1
      

        
     15
     26
     15
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 68.83, 778.91 幅 57.36 高さ 27.53 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 277.61, 9.18 幅 27.53 高さ 60.80 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         1
         CurrentPage
         89
              

       CurrentAVDoc
          

     68.8283 778.9074 57.3569 27.5313 277.6074 9.1777 27.5313 60.7983 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1
     QI+ 2
     1
      

        
     17
     26
     17
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 72.27, 777.76 幅 52.77 高さ 32.12 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 279.90, 9.18 幅 25.24 高さ 49.33 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         1
         CurrentPage
         89
              

       CurrentAVDoc
          

     72.2697 777.7603 52.7684 32.1199 279.9017 9.1777 25.237 49.327 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1
     QI+ 2
     1
      

        
     19
     26
     19
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 66.53, 778.91 幅 61.95 高さ 30.97 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 273.02, 10.32 幅 29.83 高さ 45.89 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
    
            
                
         Both
         1
         CurrentPage
         89
              

       CurrentAVDoc
          

     66.534 778.9074 61.9454 30.9727 273.0189 10.3249 29.8256 45.8855 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1
     QI+ 2
     1
      

        
     21
     26
     21
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base




 
 
    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 71.12, 785.79 幅 73.42 高さ 21.80 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 277.61, 8.03 幅 28.68 高さ 40.15 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         1
         CurrentPage
         89
              

       CurrentAVDoc
          

     71.1226 785.7902 73.4168 21.7957 277.6074 8.0306 28.6785 40.1498 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1
     QI+ 2
     1
      

        
     15
     26
     15
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 68.83, 778.91 幅 57.36 高さ 27.53 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 277.61, 9.18 幅 27.53 高さ 60.80 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         1
         CurrentPage
         89
              

       CurrentAVDoc
          

     68.8283 778.9074 57.3569 27.5313 277.6074 9.1777 27.5313 60.7983 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1
     QI+ 2
     1
      

        
     17
     26
     17
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 72.27, 777.76 幅 52.77 高さ 32.12 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 279.90, 9.18 幅 25.24 高さ 49.33 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         1
         CurrentPage
         89
              

       CurrentAVDoc
          

     72.2697 777.7603 52.7684 32.1199 279.9017 9.1777 25.237 49.327 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1
     QI+ 2
     1
      

        
     19
     26
     19
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 66.53, 778.91 幅 61.95 高さ 30.97 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 273.02, 10.32 幅 29.83 高さ 45.89 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
    
            
                
         Both
         1
         CurrentPage
         89
              

       CurrentAVDoc
          

     66.534 778.9074 61.9454 30.9727 273.0189 10.3249 29.8256 45.8855 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1
     QI+ 2
     1
      

        
     21
     26
     21
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base




 
 
    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 71.12, 785.79 幅 73.42 高さ 21.80 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 277.61, 8.03 幅 28.68 高さ 40.15 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         1
         CurrentPage
         89
              

       CurrentAVDoc
          

     71.1226 785.7902 73.4168 21.7957 277.6074 8.0306 28.6785 40.1498 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1
     QI+ 2
     1
      

        
     15
     26
     15
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 68.83, 778.91 幅 57.36 高さ 27.53 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 277.61, 9.18 幅 27.53 高さ 60.80 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         1
         CurrentPage
         89
              

       CurrentAVDoc
          

     68.8283 778.9074 57.3569 27.5313 277.6074 9.1777 27.5313 60.7983 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1
     QI+ 2
     1
      

        
     17
     26
     17
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 72.27, 777.76 幅 52.77 高さ 32.12 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 279.90, 9.18 幅 25.24 高さ 49.33 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         1
         CurrentPage
         89
              

       CurrentAVDoc
          

     72.2697 777.7603 52.7684 32.1199 279.9017 9.1777 25.237 49.327 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1
     QI+ 2
     1
      

        
     19
     26
     19
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 66.53, 778.91 幅 61.95 高さ 30.97 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 273.02, 10.32 幅 29.83 高さ 45.89 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
    
            
                
         Both
         1
         CurrentPage
         89
              

       CurrentAVDoc
          

     66.534 778.9074 61.9454 30.9727 273.0189 10.3249 29.8256 45.8855 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1
     QI+ 2
     1
      

        
     21
     26
     21
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base




 
 
    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 71.12, 785.79 幅 73.42 高さ 21.80 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 277.61, 8.03 幅 28.68 高さ 40.15 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         1
         CurrentPage
         89
              

       CurrentAVDoc
          

     71.1226 785.7902 73.4168 21.7957 277.6074 8.0306 28.6785 40.1498 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1
     QI+ 2
     1
      

        
     15
     26
     15
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 68.83, 778.91 幅 57.36 高さ 27.53 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 277.61, 9.18 幅 27.53 高さ 60.80 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         1
         CurrentPage
         89
              

       CurrentAVDoc
          

     68.8283 778.9074 57.3569 27.5313 277.6074 9.1777 27.5313 60.7983 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1
     QI+ 2
     1
      

        
     17
     26
     17
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 72.27, 777.76 幅 52.77 高さ 32.12 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 279.90, 9.18 幅 25.24 高さ 49.33 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         1
         CurrentPage
         89
              

       CurrentAVDoc
          

     72.2697 777.7603 52.7684 32.1199 279.9017 9.1777 25.237 49.327 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1
     QI+ 2
     1
      

        
     19
     26
     19
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 66.53, 778.91 幅 61.95 高さ 30.97 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 273.02, 10.32 幅 29.83 高さ 45.89 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
    
            
                
         Both
         1
         CurrentPage
         89
              

       CurrentAVDoc
          

     66.534 778.9074 61.9454 30.9727 273.0189 10.3249 29.8256 45.8855 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1
     QI+ 2
     1
      

        
     21
     26
     21
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base





